
若
葉
萌
え
立

つ

会
長
　
鈴
木
　
籠
成

初
が
つ
を
」

（素
堂
）
の

一
句
を
吟
じ
て
み

た
く
な
る
気
候
で
す
。

今桑
九
年
度
岳
精
流
指
標
楽 月

称 筆

岳精流 日本今魔

第  2 口万

平 成 19年 5

千 代 鐵 轟 溝 会

れ
任
制
の
千
代
田
岳
精
会
が
ス
タ
ー
ト
し

し
て
は
、
い
る
い
ろ
な
方
策

（例
え
ば

「指

導
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
編
成
な
ど
）

を
も

っ
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
な

っ
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

当
面
、
十
月
の

「温
習
会
」
に
は
新
し
い

榊轟掏義華】】名っ場』靭脚藝は「岬̈
赫

ラ
ス
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ぃ時かグ
に、吟友勧奨
のチラ
シを作

胸Ｘ射
許発か喝塗場
緬敷轟嘲
れ彙”衆

鋼螂『押と間ノレ囲″］撫榊岬脚醐輯裁け駆、 畔厳楚薮」Ｘの”江Ю肺朦腿麟瞬

き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

を
実
現
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平 成 19年 度
十 代 田 岳 精 会 教 場 組 織 図

‐
‐
―

」
―
―
―
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

H19. 5. 1

長
瓢
』
覇
冒腱

報
副 会 長
悠 続

鏃
昌犠りひ場糠桑

雛
扇康郵ぴ易護尋
″

分室長

鏃
冨購
″

″

分室長

感

瀞
勘

儀
綸

稀
群

壕
翻

Ｄ
鐵
曲

礎
瀧
催

栽
毅
歓

満
訓
帥

爾
齢

国
齢

繹
毬
催
鱒

励
齢
齢

恒
鮮
傾

譴
瑯
麟

糧
熾
淋

∋
齢
齢

簾
帳
鎌

卜
肝
難

林
細
離

山
Ｄ
射

輛
億
鍵

温
磁
馳

肝
珈
調

励
齢

鏡
術

題
節

蘇
林

励
裳

繹
饉

絣
解

態
岬

齢
曲
射

鮮
飢
傍

野
飾
解

林
耕
飾

太田 君江  鐸 爾

耳塚 昇
武田 結
花山器
赤根 惇

荻 裕 船 励

熔 融  振 動

舞
冨麟

纂
冨l―
″

嬢
昌鮨務υ易題1
″

鏃
昌嚇

鏃
冨嚇

雛
蒔
″

麟

最高顧問
飯田精鷹
卸
磯日精信
無
吉jll寵鐘
林 驀
村上極轟
無
纏 山

幹
　
事
　
会

△
〓
　
　
三〓

〈
〓
長

訛

節

長

副
会
長

同
＝
――
日
――
同

会 長 補 佐

瓢
加
釉
帖
馳
帥
帥

調
諌
炉
耕
麟
魏
畑

清 水 教場

神 田 教場

ハザマ 教場

錬 水 教場

新 宿 教場

攀懺
-2-
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春
の
昇
伝
審
査

汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
四
月
廿

一
日
、
市

ヶ
谷
の
宮
崎
県
東
京
ビ
ル
で
開
催
の
昇
伝
審

査
は
総
本
部
か
ら
、
和
日
精
栄
副
幹
事
長
、

山
城
龍
和
指
導
本
部
員
両
先
生
を
審
査
員
に

お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
受
審
者
は
総
数
九
九
名
で
、
う
ち

初
受
審
者
は
十
七
名
と
、
昨
年
よ
り
始
ま

っ

た

『吟
友
の
輪
』
運
動
の
成
果
が
現
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
色
と
言
え
る
。

終
了
後
の
総
評
で
山
城
先
生
は

「千
代
田

は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
会
と
し
て
岳
精

流
の
な
か
で
も
有
名
で
す
。
二
〇
〇
名
に
な

ん
な
ん
と
す
る
会
で
、
量
と
質
、
特
に
初
心

者
の
技
術
の
高
さ
に
感
銘
し
ま
し
た
」
と
の

過
褒
を
頂
き
ま
し
た
。

平
成
十
区
年
度
昇
伝
者

（敬
称
略
）

お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
伝
　
草
加
分
室

清
水
全ハ
ザ
マ

全全丸
の
内
女
子

初
伝
　
丸
の
内
第

一

草
加
分
室

清
水
丸
の
内
女
子

新
宿

初
伝
審
査
を
受
け
て

丸
の
内
第

一　

関
　
昌
泉

故
平
井
紅
風
先
輩
σ
誘
い
で
詩
吟
を
始
め

て
四
年
も
た

っ
た
こ
と
は
自
分
で
も
驚
い
て

お
り
ま
す
。
こ
ん
な
に
長
く
続
け
ら
れ
た
こ

と
は
、
教
場
の
先
生
及
び
諸
先
輩
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
平
井
先
輩
が
亡
く
な

っ

た
後
は
、
不
安
に
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
教

場
の
良
い
皆
様
の
お
陰
で
続
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
回
の
試
験
の
半
年
近
く
前
よ
り
体
調
を

く
ず
し
病
院
通
い
を
し
て
お
り
、
四
月
か
ら

復
帰
し
て
三
回
目
で
初
伝
審
査
の
受
験
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
吟
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
心

配
で
し
た
。
七
十
歳
を
過
ぎ
て
詩
吟
を
学
べ

る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
教
室
の
皆
様
の
ご
指
導
を
頂

き
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

趣
味
は
詩
吟
と
言
え
る
よ
う
に

清
水
　
武
藤
　
孝
泉

こ
の
た
び
初
伝
の
審
査
を
受
け
る
際

「受

審
料
が
上
が

っ
た
ナ
」
位
の
思
い
で
し
た
が

「
”泉
“
が
着
く
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
て
、

エ
ッ
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

三
年
半
前
に
教
場
を
見
学
に
訪
ね
、
言
わ

れ
る
ま
ま
に
続
け
て
来
た
の
で
し
た
が
、
最

ど
は
地
元
の
奉
納
演
芸
、
誕
生
会
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
吟
ず
る
機
会
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
初
伝
の
重
み
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
教
場
長
か
ら

「詩
吟
の
声

に
な

っ
て
来
ま
し
た
ネ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
磯
田
先
生
の
お
言
葉
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が

「吟
キ
チ
」
の
入
口
に
立

っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
上
の
ク
ラ
ス
の
研
修
に
も
参

加
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
声
を
出
す
機

会
を
増
や
し
、
漢
詩
の
勉
強
も
し
て
、
自
分

な
り
に
納
得
出
来
る
よ
う
努
力
し

「趣
味
は

詩
吟
」
と
言
え
る
よ
ぅ
に
な
り
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
初
伝
を
戴
け
た
こ
と
を
諸
先

生
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
共
の
ご
指

導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昇
伝
審
査
を
終
え
て

草
加
分
室
　
大
井
　
俊
泉

岳
精
流
に
入

っ
た
訳
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
て
吟
を
磨
き
、
そ
し
て
昇
伝
試
験
を
受
け
、

毎
年
昇
段
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う

所
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

吟
も
切
磋
琢
磨
し
て
や

っ
て
い
く
こ
と
で
、

励
み
と
な
り
、
や

っ
て
い
る
こ
と
に
楽
し
さ

を
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
初
伝
の
審
査
を
受
け
、
合
格
す
る

こ
と
が
出
来
て
、
本
当
に
喜
び
で

一
杯
で
す
。

会
場
で
は
、
五
番
目
に
私
の
番
に
な
り
ま
し

た
。
前
二
回
の
昇
段
審
査
と
同
様
に
多
少
緊

張
し
ま
し
た
が
、
吟
じ
出
す
と
い
つ
も
の
調

子
三
戻
り
吟
じ
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

十
七
名
の
方
が
初
め
て
受
審

青
木
　
恭
山

渡
辺
　
華
曲

古
川
　
翠
山

仙
田
　
土
山

二
宮
　
祥
山

前
田
　
達
曲

山
手
　
蓬
山

関
　
　
昌
泉

大
井
　
俊
泉

武
藤
　
孝
泉

本
多
　
凛
泉

上
村
　
芳
泉
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山
城
先
生
よ
り

「初
伝
は
、
吟
の
基
礎
が

き
ち
ん
と
身
に
付
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
調

べ
ま
す
が
、
十
分
に
身
に
付
い
て
い
ま
す
。

た
だ
、
呼
吸
が
更
に
良
く
な
る
と
吟
が
も

っ

と
良
く
な
り
ま
す
」
と
、
ご
指
導
を
頂
き
ま

し
た
。
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
所
を
こ
れ
か
ら

の
吟
の
練
習
に
活
か
し
て
、
吟
の
上
達
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
草
加
分
教
場
で
は
、
■
頃
、
岩
崎

先
生
に
は
厳
し
い
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
て
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初
め
て
雅
号
を
い
た
だ
い
て

丸
の
内
女
子
　
本
多
　
凛
泉

詩
吟
を
習
い
始
め
て
四
年
、
こ
の
度

「凛

泉
」
と
い
う
雅
号
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
名
は
、
自
分
な
り
に
い
ろ
い
る
考
え
、
先

生
に
も
相
談
を
さ
せ
て
頂
い
て
決
め
ま
し
た
。

今
は
ま
さ
に
新
年
度

『真
善
美
」
に

「努

力
と
希
望
」
を
入
れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
、
新

一
年
生
に
な
れ
る
日
を
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
待
ち
続
け
、
今
日
こ
の
日
に
雅
号

を
頂
き
ま
し
て
、
誇
ら
し
さ
と
喜
び
で
胸
か

近
は
地
元
の
奉
納
演
芸

・
誕
生
会

・
特
別
養

菅
原
教
場
長
は
じ
め
諸
先
生
の
ご
指
導
を

頂
き
、
ま
た
、
教
室
の
皆
さ
ん
の
お
陰
様
で

楽
し
く
学
ば
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
心
よ

り
深
く
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

雅
号
を
頂
い
た
事
は
、
私
の
人
生
に
と
り

ま
し
て
大
き
な
節
目
。
自
分
の
生
き
様
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
け
る
様
、
厳
粛

な
気
持
ち
で
初
心
を
忘
れ
る
事
無
く
受
け
と

め
て
い
き
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。

本
当
に
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
本
部
役
員
人
事

（
一
月

一
日
付
）

○
相
談
役
　
　
最
高
顧
間
　
飯
田
　
精
鷹

○
広
報
部
副
部
長
　
（丸
三
）
八
日
　
玉
山

○
幼
少
年
部
部
員
　
（新
宿
）
橋
本
　
淳
山

現
在
総
本
部
に
は
、
こ
の
他
次
の
方
々
が

役
員
と
し
て
在
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
副
幹
事
長

　

常
任
顧
問
　
磯
日
　
精
信

○
婦
人
部
副
部
長
　
（丸
女
）
菅
原
　
琴
風

○
庶
務
部
副
部
長
　
（錬
水
）
菅
原
　
克
風

○
研
修
学
術
部
副
部
長（丸
二
）
山
口
　
隆
山

○
事
業
部
部
員
　
　
（神
田
）
池
田
　
康
山

○
吟
友
の
輸
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

（新
宿
）
酒
井
　
帆
山

○
指
導
本
部
員
　
　
　
　
　
飯
田
　
精
鷹

磯
日
　
精
信

神
田
教
場
長
　
林
　
　
龍
吾

丸
二
教
場
長
　
【石
崎
　
龍
慶・

／

総
本
部
で
は
、
昨
年
の
女
子
に
続
け
と
男

子
が
平
成
七
年
以
来
十
二
年
振
り
の
優
勝
を

目
指
し
て
出
場
し
ま
す
。

「凱
旋
」
乃
木
希

典
作
三
本
に
各
教
場
よ
り
廿

一
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
五
月
十
四
日
か
ら
、
半
年
の

猛
特
訓
が
重
ね
夢
れ
、
十

一
月
十

一
日
に
武

道
館
の
大
舞
台

へ
の
挑
戦
と
な
り
ま
す
。
し

っ
か
り
と
基
礎
を
学
ぶ
得
難
い
機
会
で
す
。

参
加
者
の
研
鑽
を
期
待
し
ま
す
。

ヽ

園

国

創

瑠

「

国

劉

劉

全
劉
覇
場
饗

日
　
程
　
ニハ
月
廿
四
日

（日
）

場
　
所
　
川
崎
教
育
文
化
会
館

今
年
は
、
記
念
大
会
の
た
め
、
合
吟
コ
ン

タ
ー
ル
は
行
な
わ
れ
ま
せ
ん
。

全
員
合
吟
は
、
男
子

「江
倫
に
送
る
」
李

白
作
、
女
子
は

「松
竹
梅
」
松
口
月
城
作
と

決
ま
り
ま
し
た
。

丸

一
、
東
陽
町
、
丸
女
教
場
が
田
園
支
部

と
昼
食
関
係
を
担
当
し
ま
す
。

平
成
廿
年
度
昇
伝
審
査
指
定
吟
題

初
伝母
を
奉
じ
て
芳
野
に
遊
ぶ
　
頼
　
山
陽

宇
文
六
を
送
る
　
　
　
　
　
常
　
　
建

中
伝
新
涼
書
を
読
む
　
　
　
　
　
菊
池
三
渓

千
日
紅
を
詠
ず
　
　
　
　
　
梁
田
焼
厳

短
歌
く
れ
な
い
の
　
　
　
　
　
　
正
岡
子
規

い
ち
は
つ
の
　
　
　
　
　
　
正
岡
子
規

奥
伝昔
遊
を
念
ラ
　
　
　
　
　
　
杜
　
　
甫

八
月
十
五
夜
月
前
に
旧
を
語
る菅
原
道
真

俳
句
行
く
春
を
　
　
　
　
　
　
　
正
岡
子
規

松
山
や
　
　
　
　
　
　
　
　
正
岡
子
規

皆
伝秋
　
興
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
　
　
甫

墨
水
秋
夕
　
　
　
　
　
　
　
安
積
艮
斎
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吟
剣
詩
舞
道
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

春
先
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
吟
剣
詩

舞
道
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
。
今
年
も
港
、
品
川
、

大
田
区
予
選
に
総
数
五
七
名
が
出
吟
。
優
勝

二
名
を
は
じ
め
廿
三
名
が
堂
々
の
入
賞
を
果

た
し
千
代
田
の
レ
ベ
ル
の
上
昇
を
示
し
た
。

こ
の
う
ち
初
入
賞
者
が
十
名
と
層
の
厚
さ
が

増
し
て
い
る
こ
と
が
特
色
と
言
え
よ
う
。
上

位
入
賞
の
十
四
名
の
方
々
は
五
月
開
催
の
東

京
都
大
会
に
出
吟
さ
れ
ま
し
た
。

◇
港
区
予
選

　

（三
月
十
八
日
）

青
年
の
部
　
優
勝

　

本
荘
明
日
香

一
般

一
部

一
一位
　
　
伊
藤
　
浩
山

五
位
　
　
一尚
橋
　
道
子

一
般
二
部

十
二
位
　
武
藤
　
孝
泉

入
賞
　
　
青
木
　
恭
山

入
賞
　
　
一化
山
　
桜
風

入
賞
　
　
萩
原
　
晴
泉

一
般
三
部

優
勝
　
　
城
戸
　
稲
山

五
位
　
　
渋
谷
　
辰
山

八
位
　
　
八
日
　
玉
山

十
位
　
　
植
村
　
太
山

十

一
位
　
菊
地
　
駿
山

十
二
位
　
宮
武
　
保
山

入
賞
　
　
仙
田
　
土
山

入
賞
　
　
山
本
　
忠
次

入
賞
　
　
望
月
　
輝
夫

入
賞
　
　
田
中
　
香
風

入
賞
　
　
ユ削
田
　
達
山

◇
品
川
区
予
選

（三
月
三
十

一
日
）

一
般
二
部
　
四
位

　

菅
原
　
琴
風

平
常
心
で
今
年
も
入
賞
者
続
々

（銀
座
）

（錬
水
）

（銀
座
）

（清
水
）

（草
加
）

（東
陽
町
）

天

ザ
こ

天

ザ

こ

（銀
座
）

（丸
二
）

一鎌
ヶ
谷
）

（東
陽
町
）

（清
水
）

天

ザ
エ

ス

ザ
マ
）

（清
水
）

（丸
二
）

天

ザ
エ

（丸
女
）

十
位
入
賞

一
般
二
部

〓
一位
六
位

山
手
　
邊
山

（丸
女
）

加
藤
　
有
泉

（新
宿
）

岡
部
　
貞
夫

（新
宿
）

山
手
　
英
山

（清
水
）

※
山
手
ご
夫
妻
の
都
大
会
出
場
が
特
筆
。

初
入
賞
者
か
ら
寄
稿
頂
き
ま
し
た
。

港
区

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

鎌
ヶ
谷
　
植
村
　
太
山

平
成
十
四
年
初
出
場
以
来
六
回
日
の
挑
戦

で
初
入
賞
出
来
ま
し
た
。

吟
題
は

「江
止
の
船
』
平
成
十

一
年

一
月

入
会
最
初
に
習

っ
た
吟
題
で
す
。
吟
は
出
だ

し
が
大
事

「
一
道
の
長
江
…
」
を
重
点
的
に

練
習
す
る
。
こ
れ
ま
で
毎
回
指
摘
さ
れ
て
い

た
の
で
す
が
起
旬
の
途
中
か
ら
音
程
が
上
が

り

一
定
し
な
い
。
二
年
前
本
数
を
二
本
か
ら

三
本
に
上
げ
た
所
、
少
し
づ
つ
良
く
な

っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
出
吟
者
が
い
つ
も
よ
り

廿
人
位
少
な
く
、
岳
精
流
か
ら
四
十
人
と
流

派
別
で
は

一
番
多
く
、　
一
般
三
部
で
も
欠
吟

者
や
失
格
者
も
有
り
、
十
位
に
入
れ
た
の
も

幸
運
だ

っ
た
。

こ
の
度
は
東
京
都
大
会
に
出
吟
す
る
事
に

な
り
、
な
お

一
層
の
練
習
を
重
ね
良
い
結
果

が
出
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
頂
い
た
岩
崎
先
生
は
じ
め
諸
先
生
方
の

、）お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て

新
宿
　
岡
部
　
貞
夫

初
参
加
、
初
入
賞
全
く
驚
い
て
い
ま
す
。

馬
齢
を
重
ね
、
杯
を
重
ね
て
こ
の
歳
に
な
る

と
人
間
厚
か
ま
し
く
な
り
、
初
舞
台
で
最
上

限
の
力
が
出
せ
る
も
の
か
と
妙
な
感
心
を
し

て
い
る
処
で
す
が
、
こ
れ
偏
に
、
橋
本

ｏ
酒

井
両
先
生
の
ご
指
導
と
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
た
新
宿
教
場
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
．

想
い
起
こ
せ
ば

一
年
半
前
、
病
後
の
リ
ハ

ビ
リ
に
も
と
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た
の
が
、

橋
本
先
生
の
褒
め
上
手
に
乗
せ
ら
れ
て
続
け

て
い
る
う
ち
に
、
或
る
日
突
然
厳
し
い
指
導

に
変
わ

っ
た
時
に
は
、
も
う
す

っ
か
リ

ハ
マ

っ
て
い
て
、
範
吟
が

一
人
寝
の
子
守
歌
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
範
吟
を
懸
命
に
真
似
て
練

習
し
て
は
教
場
で
直
さ
れ
る
繰
返
し
の
間
に

少
し
づ
つ
上
達
す
る
様
が
自
分
で
も
判
る
の

が
嬉
し
く
、
段
々
没
入
し
て
行

っ
た
よ
う
で

す
。
然
し
今
回
の
結
果
は
正
に
出
来
過
ぎ
で
、

都
大
会
は
、
そ
れ
こ
そ
お
呼
び
で
な
い
処
の

よ
う
で
す
か
ら
、
勿
論
練
習
は
精

一
杯
続
け

ま
す
が
、
気
持
ち
を
楽
に
し
て
行

っ
て
参
り

ま
す
。
と
も
あ
れ
、　
”千
の
風
“
に
な
る
の
は
も

う
少
し
先
に
延
ば
し
て
吟
を
楽
し
み
、
足
腰

の
達
者
な
う
ち
に
詩
蹟
な
ど
巡

っ
て
み
た
い

も
の
と
、
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
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幻
の
詩
情
を
求
め
て
ハ
ザ
マ
　
ユ削
田
　
達
山

私
が
岳
精
流
に
入
門
し
て
暫
く
し
て
、
吟

剣
詩
舞
道
連
盟
コ
ン
タ
ー
ル
出
場
者
の
募
集

が
あ
り
ま
し
た
。
早
速
出
場
し
ま
し
た
が
、

入
賞
せ
ず
、
以
来
毎
年
出
場
し
て
は
入
賞
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
六
年
目
と
な
る
今
回
よ

う
や
く
港
区
連
で
下
位
の
入
賞
を
致
し
ま
し

た
。
先
輩
諸
先
生
方
の
ご
指
導
が
よ
う
や
く

実
を
結
ん
だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

三
年
程
前
、
宗
家

（現
家
元
）
か
ら
私
は

「貴
方
の
吟
は
形
は
出
来
て
い
る
。
今
後
詩

情
を
心
が
け
て
勉
強
す
る
よ
う
に
」
と
の
ご

教
授
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
先
輩
諸
氏
の
吟
と

比
べ
て
私
の
吟
は
確
か
に
の
っ
ぺ
り
と
平
面

的
で

「何
か
」
が
足
り
ま
せ
ん
。
吟
剣
連
盟

の
コ
ン
ク
ー
ル
採
点
基
準
で
は
詩
心

（詩
情

表
現
の
的
確
さ
、
味
が
あ
る
か
ど
う
か
）
に

三
割
の
配
点
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

さ
て
詩
情
は

「①
詩
の
も
つ
趣
、
ま
た
、

詩
的
な
味
わ
い
。
②
詩
に
表
わ
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
。
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
来
私
は
、
作
詞
時
の
作
者
の
気
持

ち
に
な

っ
て
吟
じ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う

と
解
釈
致
し
ま
し
た
。
と
は
言

っ
て
も
具
体

的
に
何
処
を
ど
う
す
る
か
は
全
く
五
里
霧
中

手
探
り
状
態
で
、
詩
情
を
求
め
て
吟
に
励
ん

で
お
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
も
今
回
の
入
賞
と
、
中
伝

へ
の
昇
伝
を

迎
え
て
、
今
年
は
吟
道
の
区
切
り
の
年
と
愚

考
い
た
し
ま
す
。
諸
先
生
方
の

一
層
の
ご
教

導
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
初
出
場
初
入
賞

清
水
　
望
月
　
輝
夫

清
水
教
場
に
入

っ
て
漸
く

一
年
が
過
ぎ
、

先
輩
か
ら

「
コ
ン
タ
ー
ル
に
出
る
こ
と
は
今

後
に
役
立

つ
か
ら
出
た
ら
」
と
言
わ
れ

「は

い
」
と
素
直
に
出
場
を
決
め
た
。
し
か
し
出

場
経
験
の
あ
る
先
輩
か
ら
、
舞
台
で
の
緊
張

か
ら
の
誤
読
や
絶
句
等
の
話
も
あ
り
、
名
前

が
印
刷
さ
れ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
前
に
し
て
、

次
第
に
不
安
が
増
し
て
く
る
。

い
よ
い
よ
当
日
゛
出
番
の
十
五
分
ほ
ど
前

に
先
輩
か
ら

「平
常
心
で
い
け
」
と
後
押
し

さ
れ
、
ま
ず
洗
面
所
で
衣
服
を
正
し
、
待
合

場
所
の
廊
下
へ
向
か
う
。
そ
こ
に
は
出
番
待

ち
の
出
場
者
の
方
々
が
椅
子
に
座

っ
て
、
天

井
を
凝
視
し
た
り
或
い
は
床
に
目
を
落
と
し

た
り
、
目
を
開
じ
た
り
と
、
夫
々
に
精
神
の

統

一
を
図

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
舞
台
か

ら
聞
こ
え
て
く
る
吟
詠
が
耳
に
つ
い
て
、
自

分
の
吟
題

『感
あ
り
」
の
出
だ
し
が
不
安
に

な
っ
て
く
る
。
発
声
練
習

『サ
セ
シ
ス
セ
ツ

サ
ソ
」
の
プ
を
回
の
中
で
繰
り
返
す
。
名
前

を
呼
ば
れ
て
舞
台
中
央
の
マ
イ
ク
の
前
に
立

つ
。
吟
の
出
来
、
不
出
来
は
別
と
し
て
姿
勢

は
き
ち
っ
と
し
た
い
と
思
い
、
ご
指
導
い
た

だ
い
た
立
ち
方

。
目
線

・
手
の
位
置

・
構
え

を
整
え
て
吟
じ
ま
し
た
。
不
安
だ
っ
た
絶
句

も
な
く
終
了
。
席

へ
一戻
る
と
、
先
輩
か
ら

「

良
か

っ
た
よ
」
と
言
わ
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
発
表
で

一
般
二
部
の

一
位
か
ら

順
次
廿
名
の
入
賞
者
氏
名
が
発
表
さ
れ
、
思

い
が
け
ず
も
自
分
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。

先
輩
か
ら

「
お
目
出
と
う
」
の
声
を
か
け
ら

れ
感
無
量
で
し
た
。
賞
状
を
手
に
し
て
、
こ

れ
か
ら
は
入
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う

一
層
の
精

進
を
し
な
け
れ
ば
と
誓

っ
た

一
日
で
し
た
。

港
区
吟
詠

コ
ン
タ
ー
ル
初
入
賞

銀
座
　
一昌
橋
　
道
子

詩
吟
を
始
め
て
三
年
目
の
私
が
、
港
区
吟

詠

コ
ン
ク
ー
ル

一
般

一
部
に
出
場
し
、
入
賞

出
来
た
の
は
、
皆
様
の
応
援
と
、
参
加
者
が

六
名
だ

っ
た
と
い
う
事
、
そ
し
て
大
先
輩
の

本
荘
麗
山
さ
ん
が
当
日
欠
場
さ
れ
て
し
ま
っ

た
か
ら
と
い
う
、
お
恥
ず
か
し
い
ラ
ッ
キ
ー

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
渋
谷
分
教
場

長
、
本
荘
明
日
香
さ
ん
と
東
京
都
大
会
出
場

と
い
う
ご
褒
美
ま
で
つ
き
ま
し
た
。

参
加
で
き
れ
ば
良
し
！
と
い
う
気
持
ち
で

一
杯
で
し
た
。
と
い
う
の
も
、
今
年
は
年
女

で

「ち
よ
だ
」
に

「猪
突
猛
進
で
頑
張
り
ま

す
！
」
と
宣
言
さ
せ
て
も
ら

っ
た
ば
か
り
だ

っ
た
か
ら
で
す
。

ま
だ
ま
だ
味
わ
い
の
あ
る
吟
に
は
程
遠
く
、

地
声
の
粗
削
り
で
す
が
、
先
生
の

「大
き
な

声
で
よ
る
し
い
」
と
言
わ
れ
る
ま
ま
に
こ
こ

ま
で
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
自
分

ら
し
く
大
き
な
声
で
、
長
く
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
の
感
想

銀
座
　
本
荘
　
明
日
香

詩
吟
を
始
め
て
約

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

今
回

コ
ン
タ
ー
ル
の
話
を
頂
い
た
時
、
私
に

）
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は
ま
だ
早
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
先
生

の
後
押
し
も
あ
り
、
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
舞
台
の
上
で

一
人
で
吟
ず
る
の
は
初
め
て

で
し
た
の
で
、
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
し
か

熟馘罐江醸特
η穀
賢糾野
満齢隷裁
Ｋ鴻一

籠轟嫌寝綿抑「熙ｒ岬詢跡助”】鍛』

で
乱
罐
ゴ
ンク
ー
ル
で
の経
験
を
生
か
し
て
、

今
後
は
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
吟
と
な
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

習

義

厄

割

薗

轟

聾

列

国

ま
だ
新
春
気
分
の
残
る

一
月
十

一
日
、
神

田
如
水
会
館
に
飯
日
精
鷹
最
高
顧
間
は
じ
め

千
代
田
岳
精
会
幹
部
、
教
場
長
等
十

一
名
の

ご
出
席
で
開
設
十
周
年
記
念
初
吟
会
を
会
員

全鵡郎砕剛睦熱ずっ肛穆初
、細
灘張
一一

剛制瀬帥″哺酬瀬線剛酪知翻融解
弊Ｄ

鈴木龍成新会長
の挨拶を頂
き、会員
の

中中緯
］鶏射御
『栗醐縫輝麟誰
証蝉唖
和

す
』
そ
の

一
、
広
瀬
淡
窓
作
、
女
子

『新
年

を
迎
う
』
宮
崎
東
明
作
に
続
い
て
昨
秋
以
来

練
習
を
重
ね
た
全
員
十
六
名
の
独
吟
が
披
露

さ
れ
た
。

来
賓
の
皆
さ
ん
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
心
の
籠

も
一
た
祝
吟
を
頂
き
、
林
教
場
長
の

「勧
学
』

陶
潜
作
を
最
後
に
、
花
束
贈
呈
、
　
書
日
士
山
』

「者脚岬い「維蕪帥切鋳疎いり林っ韓ぽ辞ｒ

ぉ
瑚
禁
ｔ
麟
拶 っ
准
ゲ
吟
先
導
と
皆
さ
ん
が
役

割
りを担当
したよ
い会
（で櫛島ったど風
）

棗

甕

彊

瓢

珊

劇

墨

∃

彗

挨
拶
で
は
残
念
な
が
ら
飯
田
精
鷹
最
高
顧
間

斜耕翻新
ノ、良却章獅嫁鋪ぽ齢鉢緯賊麟際、

ご麟額］諜誦叫磁事
ノ、聴ガ嘲ぽ工
『名古

耀劉雛銀貯費合『唱瑯融雛罐越鍼嘲
『詩計

士山』で開会となる。

れ
て
いた
こと
を想
い出
（し帷
旺
　土
山
）

劃

劉

州

翻

目

劉

易

教孵時卸鏑瑠冶
畑呻副げ開ノ、ぼ
魔ゴ罐味

日
程
　
十
月
六
日

（土
）

場所　磋鴎
矩姉賊離
琳測
り徒歩

五
分

設詳硼郭細紳阪疏Ｆ醐載
“Ⅶ鰺醐硼ど

案
内
し
ま
す
。
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「吟
友
の
輸
」
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

平
成
十
八
年
度
か
ら
、
岳
精
流
の
全
国
運

動
と
し
て
展
開
し
て
い
る

「吟
友
の
輸
』
拡

大
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
に
和
し
て
、
会
員
二
〇
〇

名
を
目
標
に
わ
が
千
代
田
は

一
月
の
鈴
木
会

長
の
就
任
を
機
に
、
業
務
委
員
会

（山
口
隆

山
委
員
長
）
で
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
、
休
会
者

へ
の
復
会
声
か
け

現
在
、
夫
々
の
理
由
で
休
会
の
方
が
三

十
五
名
。
こ
れ
ら
の
方
々

へ
復
会
の
声
か

け
を
行
な
い
、　
一
月
以
降
三
名
が
復
会
と

な

っ
た
。
今
後
も
地
道
に
続
け
ま
す
。

二
、
各
教
場
で
見
学
会
実
施

ま
ず
教
場
を
見
て
貰
お
う
と
ち
ら
し
を

作
成
し
、
女
子
、
東
陽
町
、
神
田
、
新
宿

教
場
で
実
施
．
夫
々
今
後

へ
繋
が
る
成
果

が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
他
の
教
場
も
状
況

に
合
わ
せ
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

三
、
明
治
安
田
生
命
友
和
会

（Ｏ
Ｂ
会
）

へ

の
積
極
的
働
き
か
け

五
月
十
二
日
の
明
治
安
田
生
命
友
和
会

明
和
会
分
会
懇
親
会
で
教
場
見
学
の
お
誘

い
ち
ら
し
六
五
０
枚
を
配
布
し
た
。
ま
た

社
友
会
分
会
で
も
十
七
日
の
懇
親
会
で
資

料
に
ち
ら
し
を
添
付
さ
せ
て
貫
う
運
び
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
拠
点
作
り
の
展
開

教
場
の
枠
に
把
わ
れ
ず
、
通
い
易
い
場

所
を
探
し
既
に
後
記
の
拠
点
が
稼
動
を
始

め
て
お
り
ま
す
。

動
き
始
め
る
組
織
の
千
代
田

☆
神
楽
坂

（東
陽
町
）

勝
村
忠
三
氏
の
自
宅
を
会
場
に
、
四
月

か
ら
第

一
・
三
金
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
教

場
長
は
じ
め
複
数
の
ス
タ
ッ
フ
が
指
導
を

行
な

っ
て
お
り
、
現
在
四
人
の
新
し
い
方

が
継
続
し
て
出
席
し
て
い
る
。

☆
日
暮
里
吟
詠
ク
ラ
ブ

（九
二
）

本
多
弘
山
氏
を
代
表
者
と
し
て
六
月
第

一
・
第
三
金
曜
に
開
設
し
、
ま
ず
詩
吟
に

馴
染
ん
で
も
ら
お
う
と
短
歌
か
ら
ス
タ
ー

ト
の
予
定
。
場
所
は
Ｊ
Ｒ
日
暮
里
駅
か
ら

五
分
の

「
日
暮
里
ひ
ろ
ば
館
」

荒
川
区
西
日
暮
里
ニ
ー

一
〇
―
九

※
ど
ち
ら
も
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場
所
で
す
。

支
援
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

☆
‘
◆
▼
●
☆
０
◇
▼
ф
★

糊
樹
劃
咽
燿
室
が
開
訓
劃
劉
劇
Ц
測

新
宿
教
場

（橋
本
淳
山
教
場
長
）
で
は
仕

事
で
昼
間
の
教
場
に
出
席
が
難
し
い
会
員
を

対
象
に
、
五
月

一
日
付
け
で
新
宿
金
曜
分
室

を
分
離
、
明
治
安
田
生
命
新
宿
ビ
ル
Ｂ
ｌ
会

議
室
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
第
二

・
三

・
四

金
曜
日
の

一
七
時
～

一
九
時
に
行
な
っ
て
い

ま
す
。
分
室
長
は
酒
井
帆
山
新
宿
教
場
副
教

場
長
が
兼
務
し
ま
す
。

千
代
田
岳
精
会
は
九
教
場
四
分
室
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

し

劃

罰

調

潤

国

劉

酬

◎
研
修
会

□
初
心
者
研
修
　
　
年
二
回
第
五
木
曜
日

一
五
時
～

一
七
時

□
上
級
者
研
修
　
　
年
二
回
第
五
木
曜
日

一
七
時
～

一
九
時

◎
詩
歌
研
修
担
当

一
月
か
ら
、
中
国
古
代
史
か
ら
取
組
む
事

と
な
り
、
毎
月
第
四
水
曜
日
に
参
加
者
が
決

め
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
、
解
説
を
担
当
、

発
表
し
て
い
る
。
　

・

◎
演
奏
研
修
担
当

二一一露磁場
は慕麟硼雄
”齢霧堵疑罐頭。

な
る
熟
練
の
為
の
研
修
．

三
、
温
習
会
で
発
表

を
目
標
と
し
て
二
月
か
ら
第
四
水
曜
日
に

開
催
し
て
い
る
。

◎
剣
詩
舞
研
修
担
当

新
年
度
、
正
式
に
発
足
す
べ
く
準
備
を
進

め
て
き
た
が
、
千
峰
流
剣
舞
宗
家
金
子
千
峰

先
生

（澄
泉
）
の
指
導
で
四
月
か
ら
第

一
・

三
月
曜
日
に
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

萩
原
晴
泉
氏

（
ハ
ザ
マ
）
が
リ
ー
ダ
ー
を

担
当
さ
れ
る
。

刊
側
劇
副
剰
到
剰
割

○
会
長
補
佐

（
一
月

一
日
付
）

経
理
部
門
長

　

菊
池
　
駿
山

○
新
任
副
教
場
長

（四
月

一
日
付
）

新
宿
教
場
　
　
　
　
　
　
上
村
　
芳
泉

）
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本
部
全
国
研
修
会
で
入
■魂
の
吟
詠

宗
家
作
詩

撫
子
」

東
陽
町
教
場
八
尾
葉
山
氏
が
、
広
島
の
原

爆
で
亡
く
な
ら
れ
た
ご
両
親
、
長
兄
か
ら
疎

開
先
の
兄
妹
に
送
ら
れ
た
書
簡
を
ま
と
め
た

私
刊
本

「撫
子
」
を
読
ま
れ
、
そ
の
家
族
愛

に
打
た
れ
た
宗
家
が
、
心
に
響
く
思
い
を
綴

ら
れ
た
四
十
六
旬
の
長
編
古
詩

「撫
子
』
が

三
月
廿
五
日
川
崎
溶
接
会
館
で
開
催
の
全
国

研
修
会
で
披
露
、
指
導
さ
れ
た
。

当
日
は
、
八
尾
葉
山
氏
も
出
席
さ
れ
、
千

代
田
各
教
場
か
ら
の
多
数
の
参
加
を
含
め
、

三
〇
〇
名
を
越
し
補
助
椅
子
を
出
す
盛
況
。

過
酷
な
現
実
を
、
淡
々
と
文
章
に
し
た
兄

妹
。
そ
れ
を
読
み
心
に
逆
る
思
い
を
長
編
の

漢
詩
と
し
た
、
正
に
作
者

・
宗
家
の
入
魂
の

吟
詠
は
、
前
澤
龍
淳
先
生
の
朗
読
、
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
伴
奏
と
と
合
わ
せ
て
、
参
加
者
に

粛
然
た
る
思
い
と
深
い
感
銘
を
残
し
た
。

「撫
子
」
は
三
月
の

一
吟
詩
と
し
て
全
会

員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
読
ま
れ
て
な

い
方
ぜ
ひ
ご

一
読
を
。

ー

漢

（＋九
）

”
田
園
詩
人
“
王
　
維

銀
座
分
教
場
長
　
渋
谷
　
辰
山

今
回
は
李
白
、
杜
甫
と
共
に
盛
唐
を
代
表

す
る
詩
人
王
維
を
紹
介
し
ま
す
。
王
維
と
言

え
ば
送
別
の
詩
と
し
て
有
名
な

『
元
二
の
安

西
に
使
い
す
る
を
送
る
」
を
先
ず
連
想
さ
れ

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
。
陽
関
三
畳

「無
か

ら
ん
無
か
ら
ん
故
人
無
か
ら
ん
」
と
繰
り
返

し
吟
ず
る
こ
と
で
別
れ
の
酒
は

一
層
し
み
わ

た
る
。
将
に
送
別
千
古
の
絶
唱
で
す
ね
。

王
維

（七
〇

一
～
七
六

一
、　
一
説
に
六
九

九
～
七
五
九
）
字
は
磨
詰
、
山
西
省
太
原
の

生
ま
れ
で
す
。
幼
少
の
頃
か
ら
書
画
、
詩
文
、

音
楽
に
秀
で
、
十
五
歳
で
都
長
安
に
出
る
と
、

玄
宗
の
皇
弟
岐
王
を
始
め
多
く
の
貴
族
に
目

を
か
け
ら
れ
て
上
流
社
会
の
ア
イ
ド
ル
的
存

在
と
な
り
ま
し
た
。
廿

一
歳
の
若
さ
で
進
士

に
及
第
。　
一
時
の
つ
ま
ず
き
は
あ

っ
た
も
の

の
順
調
な
役
人
生
活
を
送
り
、
そ
の
関
々
に

別
荘
の
朝
川
荘
で
友
人
達
と
関
適
の
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
親
友
の
襄
適
と
唱
和
し
た

『幌
川
二
十
景
』
の
連
作
は
有
名
で

『竹
里

饉
』

『鹿
柴
」
な
ど
の
名
品
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
五
十
七
歳
の
冬
に
安
禄
山
の
乱

に
あ
い
、
脅
迫
さ
れ
て
叛
軍
の
政
府
に
仕
え

た
た
め
平
定
後
そ
の
罪
を
問
わ
れ
ま
し
た
が
、

弟
王
籍
等
の
懸
命
の
取
り
成
し
な
ど
に
よ
り

死
罪
を
免
れ
官
を
下
げ
ら
れ
た
だ
け
で
済
み
、

最
後
は
尚
書
右
丞

（書
記
官
長
）
で
逝
去
し

詩

詳

し

た

。

王
維
は
陶
潜
、
謝
霊
運
の
流
れ
を
汲
む
田

園
詩
派
の
第

一
人
者
で
、
孟
浩
然
、
革
応
物
、

柳
宗
元
と
あ
わ
せ
て
王
孟
葦
柳
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
古
詩

・
近
体
詩
と
も
よ
く
し
ま
し

た
が
、
特
に
五
言
律
詩

・
五
言
絶
句
を
最
も

得
意
と
し
ま
し
た
。
画
に
も
秀
れ
て
お
り
、

そ
れ
迄
の
彩
色
画
に
対
し
て
、
墨
だ
け
で
描

く
描
法
を
開
拓
し
、
南
宋
画
の
祖
と
仰
が
れ

ま
し
た
。
そ
の
詩
画
に
つ
い
て
は

「詩
中
に

画
あ
り
、
画
中
に
詩
あ
り
」
と
評
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
熱
心
な
仏
教
信
者
で
、
そ
の
人

生
観

・
文
学
観
も
仏
教
的
静
寂
の
境
地
に
達

し
て
い
た
の
で
、
李
自
の
詩
仙

・
杜
甫
の
詩

聖
に
対
し
、
詩
仏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
い
交
友
の
中
に
晃
衝

（阿
倍
仲

麻
呂
）
が
居
り
、
仲
麻
昌
が
日
本
に
帰
る
こ

と
に
な

っ
て
百
官
が
送
別
の
宴
を
開
い
た
と

き
王
維
が
贈

っ
た
詩

『秘
書
晃
監
の
日
本
国

に
還
る
を
送
る
」
に
は
困
難
な
海
上
航
路
を

想
像
し
て
親
友
の
旅
立
ち
を
案
ず
る
気
持
ち

が
、
伝
わ

っ
て
来
ま
す
。

壇

瑠

釧

覇

司

曇

研

電

製

暖
冬
で
葉
桜
を
覚
悟
し
て
い
た
が
、
間
際

の
低
温
で
千
島
が
淵
の
桜
を
楽
し
み
宮
崎
県

東
京
ビ
ル
に
四
十
六
名
が
集
ま
り
、
例
年
通

り
の
お
酒
と
料
理
で
吟
楽
の
春
宵

一
刻
に

一

同
酔
い
痴
れ
て
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

世
話
役
の
吟
楽
部
門
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

-9-



【新
会
員
紹
介
】

◇
丸
の
内
第
二
教
場

田
尻
　
映
代
さ
ん

（二
月
入
会
）

田
中
香
風
さ
ん
の
在
職
中
の
大
切
な
お

客
様
。
昨
年
来
何
度
も
教
室
見
学
、
記
念

大
会
に
も
お
招
き
し
て
入
会
と
な
り
ま
し

た
。
セ
ン
ス
良
く
声
量
豊
か
で
、
熱
心
に

勉
強
さ
れ
昇
伝
審
査
で
本
当
に
初
め
て
で

す
か
と
確
認
さ
れ
た
ほ
ど
。
交
遊
関
係
も

広
く
、
吟
友
拡
大
で
も
楽
し
み
で
す
。

蒐
場
　
直

一
氏

（五
月
入
会
）

姓
は

「
ぬ
た
ば
」
と
呼
び
ま
す
。
高
機

辰
山
氏
の
学
校
、
会
社
の
後
輩
の
技
術
屋

さ
ん
で
Ｏ
Ｂ
会
で
勧
め
ら
れ
、
四
月
最
後

の
教
場
を
見
学
、
即
入
会
と
な
り
ま
し
た
。

播
州
赤
穂
出
身
で
、
趣
味
は
小
頃
、
小
節

の
利
い
た
渋
い
声
と
う
か
が

っ
て
お
り
、

素
養
十
分
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
東
陽
町
教
場

橋
本
　
隆

一
氏

（五
月
入
会
）

秋
田
生
ま
れ
で
日
本
郵
船
の
Ｏ
Ｂ
。
現

役
の
頃
は
世
界
の
海
を
巡

っ
た
マ
ド
ロ
ス

さ
ん
？
ま
た
頑
強
な
体
躯
で
三
菱
ク
ル
ー

プ
選
抜
ラ
ガ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
た
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
で
す
。
定
年
後
は
趣
味
の
俳
句

に
夢
中
で
家
に
じ

っ
と
し
て
い
る
こ
と
は

少
な
い
よ
う
で
す
。
た
ま
た
ま
出
向
し
た

「明
和
フ
ー
ズ
」
で

一
緒
に
勤
め
た
縁
で

「俳
句
の
勉
強
の
為
に
も
詩
吟
は
役
に
た

ち
ま
す
よ
…
」
と
い
う
話
法
で
勧
誘
し
、

入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
銀
座
分
室

増
子
　
絵
梨
さ
ん

（二
月
入
会
）

千
代
田
岳
精
会
創
立
二
十
周
年
記
念
大

会
の
奉
祝
番
組
で
日
剣
連
刀
法
を
親
友
の

本
荘
明
日
香
さ
ん
と
共
演
し
た
の
が
縁
で

入
会
。
明
る
く
素
直
で
音
感
も
抜
群
。
詩

吟
の
勉
強
に
熱
意
を
燃
や
す
将
来
大
い
に

楽
し
み
な
二
十
代
前
半
の
お
嬢
さ
ん
で
す
。

◇

ハ
ザ
マ
教
場

関
川
　
慶
介
氏

（二
月
入
会
）

よ
う
や
く
体
調
も
回
復
し
て
、
期
待
の

大
型
新
人
の
登
場
で
す
。
新
入
社
員
時
代

か
ら
の
刻
頸
の
友
で
あ
る
萩
原
晴
泉
氏
の

紹
介
で
入
会
。
カ
ラ
オ
ケ
は
抜
群
の
実
力

の
持
主
と
の
事
、
吟
の
成
長
楽
し
み
で
す
。

人
脈
の
広
い
関
川
氏
の
入
会
で
教
場
の

拡
充
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

松
尾
　
洋
輔
氏

（四
月
入
会
）

金
子
千
峰
宗
家
の
剣
詩
舞
の
問
下
生
で
、

吟
の
高
尚
な
雰
囲
気
の
中
で
、
先
ず
は
少

し
で
も
詠
ず
る
様
に
な
り
た
い
。
又
剣
舞

上
達
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
て
の
入
会
で

す
。
趣
味
は
仏
像
鑑
賞
と
寺
社
巡
り
、
正

に
剣
舞
の
達
人
で
あ
り
、
音
の
武
士
そ
の

も
の
の
風
格
を
備
え
ら
れ
た
人
物
で
す
。

◇
丸
の
内
女
子
教
場

菅
原
　
伸
治
氏

（三
月
入
会
）
　

　

　

″

菅
原
教
場
長
の
ご
主
人
で
明
治
生
命
の

Ｏ
Ｂ
で
す
。
咽
喉
の
ポ
リ
ー
プ
切
開
手
術

で
声
が
出
な
い
と
断
わ
り
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
教
室
に
男
性
会
員

一
人
と
聞
き
寂

し
い
だ
ろ
う
と
来
て
く
れ
ま
し
た
。

声
が
出
な
い
の
で
歌
わ
せ
な
い
と
の
条
件

付
き
で
し
た
が
、
現
在
水
四
本
で
頑
張

っ

て
居
り
ま
す
。

橋
本
佐
和
子
さ
ん

（四
月
入
会
）

本
多
凛
泉
さ
ん

一
瀬
　
昭
子
さ
ん
と
趣

じ

味
の
五
行
詩
で
ご

一
緒
で
し
た
。
明
治
安

田
生
命
大
手
町
営
業
所
の
現
役
で
す
。
教

場
の
無
料
講
習
会
に
二
人
で
来
て
下
さ
り
、

本
多
さ
ん
の
後
押
し
も
あ
り
、
入
会
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。　
一
瀬
さ
ん
は
ご
家
族
の

都
合
で
六
月
入
会
と
な
り
、　
一
歩
先
の
入

会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
稲
州
―
倒
風
国
只
丸
の
内
第
二
）

三
月
廿
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
七
十
六
歳
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

華
編
〓
集
一一一一一一一一一一一一一後
華
記
〓

最
近
何
か
と
千
代
田
は
、
注
目
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
準
師
範
以
上
が
四

〇
％
を
越
え
壮
年
期
に
入

っ
た
段
階
で
、
鈴

木
会
長

へ
の
交
代
を
は
じ
め
、
組
織
の
若
返

り
を
絶
え
ず
考
え
、
順
調
に
世
代
交
代
を
進

め
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

「吟
友
の
輸
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
会
全
体

で
創
意
工
夫
と
行
動
力
で
取
り
組
ま
れ
、
色

々
と
将
来
に
繋
が
る
成
果
が
幾
つ
か
現
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
し
っ
か
り
掴
ん
で

飯
田
最
高
顧
間
の
夢
、
東
京
三
〇
〇
名
の
実

現

へ
の
着
実
な
歩
み
と
し
た
い
も
の
で
す
。

（八
日
）

）
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